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超小型デュアルバンド携帯電話機用A/Sモジュール

近年の移動体通信市場の発展に
は目覚しいものがあり，世界各国
でさまざまなシステムが運用され
ている。
その中で世界全体の約7割を占

め，約160カ国で使用されているの
が欧州統一規格Global System for
Mobile Communication（GSM）であ
る。900MHz帯域のGSMと1800MHz
のDigital Cellular System（DCS）を
1つの端末で使用可能なデュアルバ
ンドタイプが全体の7割を占め，現
在主流となっている。
携帯電話機の高集積化、小型化

にともない，各部品の実装面積の
削減や高性能化が求められている。
当社では分波器１個、アンテナス

イッチ２個，ローパスフィルタ２
個を１パッケージにモジュール化
した6750形状（6.7mm×5.0mm×
2.0mm）のアンテナスイッチモジュ
ールの開発，量産化に続き，より
小型な5440形状（5.4mm×4.0mm
×1.8mm）のアンテナスイッチモジ
ュールの開発にも成功した。
しかし技術の革新は目覚しく，

5440形状よりもさらなる小型化の
要求があり，その小型化の要請に
こたえるため電極パターンなどの
高集積化やシミュレーション精度
の向上を図り超小型品の開発に取
り組んできた。
その結果，5440形状と比較して

実装面積を約33%削減した4532形状

（4.5mm×3.2mm×1.8mm）のアン
テナスイッチモジュールを実現し
た（図１,２）。
この小型アンテナスイッチモジ

ュールは5440形状のものとほぼ同
程度の性能を有する（表１）。また
Land Grid Array（LGA：部品裏面の
みに入出力のパッドを設けた構造）
を採用することで，搭載時の実装
面積削減を可能とした。
今後移動体通信用部品はよりモ

ジュール化の傾向が強くなると思
われる。当社も本製品の開発を生
かし，顧客との連携を密にし，さ
らなる移動体通信用部品の高機能
化・複合化に努めていきたい。

（情報部品カンパニー）

Ultra-Small Antenna Switch Module for Dual-Band Portable Phone

図１アンテナスイッチモジュールの外観写真（左が新製品）

Fig. １　Photo of Antenna Switch Module

図２ブロック図

Fig. 2 Block Diagram

表１　アンテナスイッチモジュールの高周波特性（室温時）
Table.１　Electrical Characteristics（at room temperature）

EGSM:Extended GSM . DCS: Digital Cellular System

4532形状 5440形状

EGSM900(GSM)

周波数 880～915MHz 880～915MHz

挿入損失 1.15dB 1.2dB

反射損失 23dB 20dB

送信 ２倍波減衰量 40dB 45dB

３倍波減衰量 32dB 35dB

送受信間
アイソレーション

28dB 28dB

周波数 925～960MHz 925～960MHz

受信 挿入損失 0.7dB 0.6dB

反射損失 20dB 15dB

GSM1800(DCS)

周波数 1710～1785MHz 1710～1785MHz

挿入損失 1.05dB 1.3dB

反射損失 27dB 20dB

送信 ２倍波減衰量 33dB 30dB

３倍波減衰量 24dB 30dB

送受信間
アイソレーション

22dB 30dB

周波数 1805～1880MHz 1805～1880MHz

受信 挿入損失 0.8dB 0.7dB

反射損失 20dB 20dB
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ピエゾ抵抗型3軸加速度センサ

加速度センサは1軸や２軸あるい
は大型の3軸のものがエアバッグ用
などの自動車分野中心に使用され
てきた。3軸のものは,物の“傾き”
や“動き”を3次元的に同時検出で
きるため,携帯電話・PDAなどの携
帯端末や電子ペット・人体動作検
出などの分野で新たな市場を創出
しつつある。今回MEMS（マイクロ

マシン）技術を駆使し開発したピ
エゾ抵抗型3軸加速度センサは,これ
らの新分野に適した小型・薄型の
センサである（図１, 図２）。
１．特　長

①３軸（X,Y,Z）方向の加速度を同
時に検出
②小型・薄型
③重力加速度（傾き）の検出から

200Hzまでの広い周波数に応答
２．標準仕様

表１に標準仕様を示す。既存の
大型3軸加速度センサと同等以上の
特性を有している。

（OE事業推進部）

Tri-axial Piezoresisitive Accelerometer

図１　センサチップ外観写真

Fig.1 Sensor chip appearance

図２　パッケージ外観写真

Fig.2 Package appearance

図３　センサ構造模式図

Fig.3 Sensor structure

図４　３軸加速度センサの検出原理

Fig.4 Principle of tri-axial accelerometer
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駆動電圧
Operating voltage

定格加速度
Measurement range

ピエゾ抵抗
Piezoresistance

検出感度
Sensitivity

零点出力
Offset voltage

直線性
Non linearity

応答周波数
Frequency response

他軸感度
Cross-axis sensitivity

動作温度範囲
Operating temp. range

耐衝撃性
Shock durability

3～7V

±3G

30kΩtyp.

≧0.5mV/G/V

±2mV/V

±1％

DC～200Hz

≦5％

－40～＋85℃

≧1000G

表１ センサの標準仕様

Table1 Standard specifications

1.25mm

4.8mm


